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基幹サーバ としてのサーバ としての
京都女子大 学の導入が

１
８
９
９
年
創
立
の
顕
道
女
学
院

を
前
身
と
し
、１
９
４
９
年
に
新
制
の

大
学
組
織
と
な
っ
た
京
都
女
子
大
学
は
、

文
学
部
、発
達
教
育
学
部
、家
政
学
部
、

現
代
社
会
学
部
の
４
学
部
と
京
都
女
子

大
学
短
期
大
学
部
か
ら
構
成
さ
れ
る
私

立
の
女
子
大
学
で
あ
る
。

「
親
鸞
聖
人
の
体
せ
ら
れ
た
仏
教
精
神

に
基
づ
く
人
間
教
育
」と
い
う
建
学
の

精
神
に
基
づ
き
、知
性
と
情
操
を
高
め
、

自
覚
を
深
め
る
と
と
も
に
、す
べ
て
の

命
を
平
等
に
愛
す
る
豊
か
な
心
を
養
う

真
の
人
間
教
育
を
行
っ
て
い
る
。

２
０
０
０
年
の
現
代
社
会
学
部
の

開
設
と
同
時
に
、学
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備

を
行
い
、
学
生
数
約
６
０
０
０
名
、
教

職
員
数
約
５
０
０
名
を
支
え
る
ア
カ

ウ
ン
ト
の
総
数
は
８
０
０
０
余
り
に

上
っ
た
。こ
の
巨
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

支
え
る
に
は
、基
盤
の
強
固
な
サ
ー
バ

シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
さ
れ
、
Ｋ
Ｗ
Ｉ

Ｉ
Ｎ
Ｓ（Kyoto W

om
en's university 

Integrated Inform
ation N

etw
ork 

System

の
略
）
の
名
称
の
下
、
イ
ン
フ

ラ
と
基
幹
サ
ー
バ
群
が
整
備
さ
れ
た
。

同
大
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
は
、基

幹
部
の
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト

を
核
と
し
、
末
端
に
１
０
０
Ｍ
ｂｐ
ｓ

の
有
線
イ
ー
サ
ネ
ッ
ト
と
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

を
配
し
て
２
０
０
０
年
に
運
用
を
開
始
。

こ
の
ほ
か
に
も
、学
外
ア
ク
セ
ス
用
に

１
０
０
Ｍ
ｂｐ
ｓ
の
回
線
を
２
つ
確
保

し
て
い
る
と
い
う
。

当
初
の
シ
ス
テ
ム
は
、20
台
の
ソ
ラ

リ
ス
サ
ー
バ
と
２
台
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

Ｎ
Ｔ
サ
ー
バ
を
中
心
に
、
４
台
の
Ｆｒ

ｅ
ｅ
Ｂ
Ｓ
Ｄ
と
２
台
の
Ｍａ
ｃ 

Ｏ
Ｓ 

Ｘ

サ
ー
バ（
バ
ー
ジ
ョ
ン
1.2
）
を
加
え
た

構
成
で
ス
タ
ー
ト
。約
6
0
0
台
の
端

末
の
大
半
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
マ
シ
ン
だ

が
、60
台
の
ｉ
Ｍａ
ｃ
の
み
ネ
ッ
ト
ブ
ー

ト
で
起
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
を
２
０
０
６

年
に
刷
新
す
る
に
あ
た
り
、白
紙
状
態

か
ら
理
想
的
な
環
境
を
再
構
築
す
る
た

め
に
、水
野
義
之
教
授（
管
理
責
任
者
）

を
中
心
と
す
る
検
討
委
員
会
は
以
下
の

よ
う
な
目
標
を
立
て
た
。

１
．サ
ー
バ
Ｏ
Ｓ
と
ハ
ー
ド
の
統
一

２
．ア
カ
ウ
ン
ト
の
一
元
管
理

３
．学
外
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

４
．運
用
管
理
作
業
の
省
力
化

新
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
運
用
に
お

い
て
中
心
的
な
存
在
で
あ
る
現
代
社
会

学
部
准
教
授
の
宮
下
健
輔
氏
は「
ウ
ィ

ン
ド
ウ
ズ
に
は
、解
析
不
能
な
ブ
ラ
ッ

ク
ボ
ッ
ク
ス
部
分
が
多
く
、扱
い
に
く

い
」と
語
る
。上
記
の
目
標
も
、す
べ
て

「
で
き
る
限
り
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
を

排
除
す
る
」と
い
う
基
本
方
針
に
沿
っ

た
も
の
で
あ
り
、オ
ー
プ
ン
で
扱
い
や

す
い
シ
ス
テ
ム
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
。

２
０
０
４
年
の
５
〜
９
月
期
で
旧

シ
ス
テ
ム
の
問
題
点
を
洗
い
出
し
て

上
記
の
目
標
を
立
て
、同
年
12
月
に
は

基
本
仕
様
の
策
定
と
予
算
申
請
が
行

わ
れ
た
。そ
の
結
果
、
白
羽
の
矢
が
立

て
ら
れ
た
の
が
、Ｍａ
ｃ 

Ｏ
Ｓ 

Ｘ
サ
ー

バ（
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
し
て
は
Ｘｓｅｒｖｅ 

Ｇ
５
）と
、業
務
用
途
向
け
リ
ナ
ッ
ク
ス

と
し
て
定
評
の
あ
る
、レ
ッ
ド
ハ
ッ
ト・

エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ・リ
ナ
ッ
ク
ス（
略

称
＝
Ｒ
Ｈ
Ｅ
Ｌ
）
だ
っ
た
。策
定
さ
れ

た
仕
様
書
に
は
両
案
が
併
記
さ
れ
、検

証
が
進
め
ら
れ
た
。

ブラック
ボックス
からの脱却

発端

それまで日本では前例がなく、業者の実績も乏しかっ
たXserveの大学基幹サーバとしての導入を、2006
年3月に成し遂げた京都女子大学。その利点と安定運
用の秘訣を「Macでサーバ」の伝道師に訊いた。

文●大谷和利　取材協力●三谷商事株式会社

幼稚園から大学院までを擁する広大なキャンパス
に、歴史を感じさせるレンガの門柱などが残る京都
女子大学。東山区の中心校地のほか、西京区に大
原野校地、左京区大原の尾越に「京女の森」を持つ。

可能性を示 すXserve

京都女子大学の東山キャンパスは、その名のとおり東山連峰の南端、阿弥陀ケ峯の斜面に広がっており、東大路通から正門へ登る坂は「女坂」と
呼ばれている。キャンパスのほど近くには、京都国立博物館や三十三間堂などがある。
京都女子大学の東山キャンパスは、その名のとおり東山連峰の南端、阿弥陀ケ峯の斜面に広がっており、東大路通から正門へ登る坂は「女坂」と
呼ばれている。キャンパスのほど近くには、京都国立博物館や三十三間堂などがある。

東山

京都女子大学現代社会学部の准教授にして学内ネット
ワークの運用責任者でもある宮下健輔氏。自他共に認
めるアップルファンだが、システム選定は冷静かつ公平
に行われた。

現役を退いて、教室脇に保存されている純正15インチ
ディスプレイの箱やキャンディカラーのiMacに、過去
のアップル製品導入の足跡が感じられる。

現
代
社
会
学
部
の
共
用
ス
ペ
ー
ス
に
設
置
さ
れ
て
い
る

ｉ
Ｍ
ａ
ｃ
。傍
ら
に
は
、『
現
代
社
会
研
究
』と
い
う
同
学

部
な
ら
で
は
の
資
料
も
置
か
れ
て
い
た
。
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基幹サーバ としての基幹サーバ としての
京都女子大 学の導入が

最
終
的
に
導
入
さ
れ
た
Ｘｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ 

Ｇ
５
は
、バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
用
を
含
め
て

26
台
。そ
の
ほ
か
に
、
プ
リ
ン
タ
サ
ー

バ
や
ウ
ィ
ル
ス
対
策
サ
ー
バ
と
し
て
３

台
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
２
０
０
３
サ
ー
バ

と
、フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
用
な
ど
に
６

台
の
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
サ
ー
バ
が
組
み

込
ま
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
Ｘｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ 

Ｇ
５
は
、

用
途
に
応
じ
て
Ｃ
Ｐ
Ｕ
の
数
や
メ
モ
リ

の
搭
載
量
を
調
整
し
、ハ
ー
ド
デ
ィ
ス

ク
も
基
本
的
な
部
分
で
は
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｄ
１

構
成（
ミ
ラ
ー
リ
ン
グ
）、重
要
な
フ
ァ

イ
ル
サ
ー
バ
や
メ
ー
ル
サ
ー
バ
に
は

デ
ー
タ
保
護
性
に
優
れ
た
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｄ
５

構
成（
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
の
パ
リ
テ
ィ

分
散
記
録
）の
Ｘｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ 

Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｄ

を
利
用
し
て
い
る
。

運
用
に
使
用
す
る
ソ
フ
ト
や
通
信

プ
ロ
ト
コ
ル
に
は
、ほ
と
ん
ど
Ｏ
Ｓ
標

準
の
も
の
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。Ｄ
Ｈ

Ｃ
Ｐ
サ
ー
バ
の
み
、標
準
で
は
な
い「
Ｉ

Ｓ
Ｃ 

Ｄ
Ｈ
Ｃ
Ｐ
ｄ
」を
用
い
、運
用
管

理
の
一
部
で
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
の「
ナ

ギ
オ
ス（Nagios

）」も
併
用
さ
れ
て
い

る
が
、
宮
下
氏
は
、
基
本
部
分
を
標
準

環
境
で
カ
バ
ー
で
き
る
点
も
、シ
ス
テ

ム
構
築
が
楽
に
な
る
要
因
と
し
て
評
価

し
て
い
る
。

ま
た
、実
稼
働
前
は
主
に
ロ
グ
オ
ン

時
に
一
斉
に
負
荷
が
か
か
る
こ
と
を
想

定
し
て
い
た
が
、実
際
は
授
業
時
間
割

な
ど
の
関
係
で
、複
数
の
教
室
の
授
業

終
了
＝
ロ
グ
オ
フ
が
重
な
る
こ
と
に
よ

る
負
荷
の
ほ
う
が
重
く
、パ
ラ
メ
ー
タ

の
再
調
整
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
経
緯
が

あ
る
。し
か
し
そ
の
時
も
、
サ
ー
バ
が

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
で
は
な
い
お
か
げ

で
迅
速
に
対
応
で
き
た
と
い
う
。

さ
ら
に
、サ
ー
バ
管
理
ソ
フ
ト
が
Ｇ

Ｕ
Ｉ
ベ
ー
ス
な
の
で
一
目
で
稼
働
状
態

が
把
握
で
き
、加
え
て
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
本
来

の
コ
マ
ン
ド
ラ
イ
ン
操
作
も
利
用
で
き

る
の
は
、離
れ
た
場
所
か
ら
メ
ー
ル
な

ど
で
指
示
を
出
す
際
に
有
効
と
の
こ
と
。

今
後
は
、
故
障
の
前
兆
を
事
前
に

感
知
し
た
り
、
26
台
の
Ｘｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
容
易
に
行
え
る
よ
う

に
、Ｘｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
自
体
を
ネ
ッ
ト
ブ
ー

ト
化
す
る
と
い
っ
た
新
た
な
ア
イ
デ
ア

も
温
め
て
お
り
、「
Ｍ
ａ
ｃ
で
サ
ー
バ
」

の
伝
道
師
の
活
動
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に

な
り
そ
う
だ
。

GUIと
CUIの
併用

秘訣

可能性を示 すXserve

Ｒ
Ｈ
Ｅ
Ｌ
に
は
実
績
も
あ
り
、
保

守
業
者
も
数
多
く
存
在
す
る
。し
か
し
、

大
規
模
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
と
、

サ
ポ
ー
ト
費
用
も
嵩
ん
で
し
ま
う
。

一
方
、Ｍａ
ｃ 

Ｏ
Ｓ 

Ｘ
サ
ー
バ
は
、

実
績
・
保
守
業
者
と
も
に
少
な
い
が
、

規
模
が
大
き
く
な
っ
て
も
ト
ー
タ
ル
コ

ス
ト
が
比
較
的
少
な
く
済
む
。

実
は
宮
下
氏
に
は
、Ｍａ
ｃ 

Ｏ
Ｓ 

Ｘ

サ
ー
バ
に
開
発
者
用
リ
リ
ー
ス
の
頃

か
ら
触
れ
て
き
た
経
験
が
あ
っ
た
。最

初
は
使
い
物
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、Ｍ

ａ
ｃ 

Ｏ
Ｓ 

Ｘ
が
パ
ブ
リ
ッ
ク
ベ
ー
タ

版
か
ら
バ
ー
ジ
ョ
ン
10
・
３
に
至
る
過

程
で
徐
々
に
手
応
え
を
感
じ
始
め
、Ｍ

ａ
ｃ 

Ｏ
Ｓ 

Ｘ 

10
・
３
サ
ー
バ
を
経

て
、バ
ー
ジ
ョ
ン
10
・
４
に「
ロ
ー
ン
チ

デ
ィ
ー
（launchd

）」
が
実
装
さ
れ
た

こ
と
で
、ア
ッ
プ
ル
が
本
気
で
Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ｘ
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
確
信
し

た
と
い
う
。

こ
の
ロ
ー
ン
チ
デ
ィ
ー
と
は
、デ
ー

モ
ン（
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
動
作
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
）や
そ
の
ほ
か
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
、ス
ク
リ
プ
ト
の
起
動
・
停
止
・

管
理
を
行
う
た
め
の
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス

の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
だ
。さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
を
統
合
的
に
扱
え
る
こ
と
か

ら
、Ｍａ
ｃ 

Ｏ
Ｓ 

Ｘ
の
起
動
時
間
の
短

縮
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
に
関
し
て
も
、Ｘｓ

ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
は
設
計
が
美
し
く
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
が
２
基
用

意
さ
れ
て
い
る
点
が
管
理
用
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
に
向
い
て
お
り
、い
ざ
と

な
れ
ば
タ
ー
ゲ
ッ
ト
デ
ィ
ス
ク
モ
ー
ド

で
起
動
し
て
、ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に
直

接
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と
に
も
利
便
性

を
感
じ
た
と
の
こ
と
。後
方
へ
の
排
気

熱
の
問
題
や
、、
Ｖ
Ｇ
Ａ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
カ
ー
ド
で
Ｐ
Ｃ
Ｉ
バ
ス
を
１
つ
塞

い
で
し
ま
う（
現
行
の
Ｘｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
で

は
改
良
さ
れ
て
い
る
）な
ど
の
問
題
も

あ
っ
た
が
、そ
れ
以
上
に
管
理
者
と
し

て
魅
力
的
な
ハ
ー
ド
だ
っ
た
の
だ
。

２
０
０
５
年
５
月
の
詳
細
仕
様
策

定
の
時
点
で
は
、
ま
だ
Ｒ
Ｈ
Ｅ
Ｌ
と
Ｍ

ａ
ｃ 
Ｏ
Ｓ 

Ｘ
サ
ー
バ
の
両
案
が
併
記

さ
れ
て
い
た
が
、同
年
６
月
の
入
札
時

点
で
は
、使
い
勝
手
の
良
さ
と
コ
ス
ト

削
減
に
つ
な
が
る
投
資
対
効
果
が
決
め

手
と
な
り
Ｍａ
ｃ 
Ｏ
Ｓ 
Ｘ
サ
ー
バ
に

絞
っ
て
業
者
を
選
定
。ほ
か
に
稼
働
実

績
が
な
か
っ
た
た
め
、台
数
調
整
も
兼

ね
た
負
荷
試
験
を
実
施
し
、そ
の
結
果

を
踏
ま
え
て
機
種
仕
様
と
台
数
が
確
定

さ
れ
、発
注
が
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
、２
０
０
５
年
12
月
に
機
材

が
搬
入
さ
れ
、実
際
の
シ
ス
テ
ム
構
築

を
開
始
。一
斉
ロ
グ
オ
ン
や
ロ
グ
オ
フ

の
試
験
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、サ
ー
バ

の
台
数
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ラ

メ
ー
タ
を
調
整
し
、２
０
０
６
年
４
月

の
実
稼
働
を
迎
え
た
。

コストと
機能性に
注目

比較

宮下氏の研究室の片隅に設置された学部共用スペー
スの運用管理用のXserve G5。ハードウェアとしての
設計や外装が美しく、管理に向いた仕様である点も導
入の決め手だった。

メインのサーバルームにて、ラック収納型の
コンソールを使用する宮下氏。基本的には、
リモートデスクトップやVNCを利用しての
遠隔管理が便利で簡単だという。

Mac端末のそばに置かれた、起動／終了の
方法が書かれた注意書き。このように細や
かな心遣いも、学内でのスムーズな運用を
実現していくためのポイントの1つといえる。

ウイルス対策には、Mac、ウィンドウズ、リナックスすべてに対応するソフォス社製の製品を使用しているが、運用を開始してからおよそ1年半
の間に検知されたMac OS Xを対象とするウイルスは数えるほどだという。の間に検知されたMac OS Xを対象とするウイルスは数えるほどだという。

ウイルス


